
 
「教育課程編成上の参照基準」と各大学における実際の教育課程の編成の関係 

 
   
   
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 重要なことは、学術会議が策定した参照基準をなぞることではなくて、各大学での教育課

程編成において、上記のようなプロセスが実効的に機能していることである。 

 
すべての学生が身に付けるべき

基本的な素養  
（厳選した質的概念として提示

するものであり、一律な水準を

押しつける量的概念として提

示しない。） 

 
学習内容の例示 

 
学習方法の例示 

具体的な教育／学習目標  
・学生が何を身に付けられるようにする

のか 
・学生にどのような人間になってほしい

と願うのか 

・各大学の教育理念 
・各大学の状況（大学のリソースや学生

の資質・進路等） 

具体的な学習内容 具体的な学習方法 

開設すべき授業科目群 

参 照 

参照基準は、検討の際の一つの「出

発点」であり、それにどのように肉

付けをして、最終的に具体的な教育

課程を編成するかは各大学が自主的

に判断する。 

結果のモニタリング 
卒業生調査や就職先調査 など 

分野のエッセンスのみを抽出して提

示することにより、むしろ外形的な

標準化から各大学の教育課程を解き

放ち、独自の改善努力を促す。 

各大学における実際の教育課程の編成 

教育課程編成上の参照基準 
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